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「求めよ、そうすれば」 
  

          マタイによる福音書 7：7-12 

                             

                                                                               

                   2025年８月10日 

                  野村 友美 師 
 

＜繰り返す私たちに＞ 

先週は８月６日に広島が、昨日９日に長崎が、そ

れぞれ被爆から８０年を迎えました。 

そして今週１５日には、終戦から８０年を迎えよ

うとしています。 

終戦とは言うものの、この世界では今この時も、至

るところで争いが続いています。ロシアとウクラ

イナの戦争は、始まって３年以上が過ぎた現在で

も、いまだに終りが見えてきません。 

パレスチナとイスラエルの戦争は、アメリカが介

入したり中東地域を巻き込んで、泥沼化していま

す。アフガニスタンを始め、多くの地域で紛争やテ

ロが絶えず発生していて、幼い子どもを含めた

人々の命が、日々暴力によって奪われています。 

そんな中で、世界で唯一の被爆国、核兵器のおぞま

しさを身をもって味わったはずのこの日本でさえ、

核武装を声高に主張する人たちが現れてきていま

す。 

本当に人間というものは、自分たちの失敗をす

ぐに忘れて、飽きもせず懲りもしないで同じこと

を繰り返すものです。懲りずに何回も繰り返す。 

そんな私たち人間の性質をよく知っておられるか

らこそ、イエス様は今日の言葉を語られたのかも

しれません。 

 

「求めなさい。そうすれば、与えられる。 

探しなさい。そうすれば、見つかる。 

門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。」 

 

失敗にも懲りないで繰り返すのだから、神

様への祈りも何回だって繰り返しなさい。 

何回でも諦めないで、求めて探して門をたた

きなさい。神様は必ず、あなたたちに応えてく

ださるから。それは、しつこく祈りさえすれば

どんな願い事も叶えられる、ということを

言っておられるのではないでしょう。 

どんなに繰り返して祈っても、思い通りにな

るとは限らない現実を、私たちは多かれ少な

かれ経験で知っているはずです。 

「神様、今すぐコーヒーが飲みたいです」みた

いな、欲望をぶつける祈りだけではなくて。 

自分や大切な誰かを助けてほしい、病気を癒

やしてほしい、命の危機から救い出してほし

いという切実な祈りでも、それが叶えられる

とは限りません。祈りが足りないとか、信仰が

足りないからだ、とかいう問題じゃないんで

す。私たちが踏み込めない神様の領分、神様の

思いがあるのですから、どんなに祈り求めて

も叶わないことが、どうしてもあります。 

それでも、「どうせ叶わないから」「祈らなくて

も神様が良いようになさるから」と諦めてし

まわないで、あなたの願いを神様に訴え続け

なさい。そうイエス様は勧めておられるんで

す。一体どうして、そんな無駄かもしれないと

思えるようなことを、イエス様はこんなに 

勧めるんでしょうか？ 
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＜まして、天の父は＞ 

誰でも、求める者は受け、探す者は見つけ、門を

たたく者には開かれる。求めたものがそのまま、与

えられはしないかもしれません。 

でも神様は必ず、何かの形であなたたちに応えて

くださる、とイエス様は断言しておられます。 

そしてそのことを、親と子どもの関係に例えて説

明なさいました。 

あなたたちの誰が、自分の子どもがパンを欲し

がっているのに、石を与えるだろうか。 

魚を食べたがっている子どもに、蛇を与える親が

いるだろうか。そう言って、イエス様は私たち人間

を子どもに、そして神様を、愛情をもって子どもを

育てる親に例えておられます。パンと魚は、ガリラ

ヤ湖のほとりで暮らす人々にとって、きっとなじ

み深い「いつもの食事」の献立だったでしょう。 

イエス様が５千人もの人たちに食べ物を配られた

奇跡を、新約聖書の４つの福音書がそれぞれ紹介

しています。その時にイエス様が増やされたのも、

パンと魚でした。現代日本で生きる私たちで言え

ば、白ご飯とお味噌汁みたいなイメージかもしれ

ません。 

ご馳走が食べたい。贅沢をしたいと、この喩え話の

子どもはわがままを言っているわけじゃないんで

す。生きるのに必要なごはんを食べたがっている

子どもたちに、食べられない石や危険な蛇をあげ

るようなことはしないだろう？あなたたちが良く

できた完璧な親じゃなくたって、自分の子どもに

は精いっぱいのことをしてあげようとするじゃな

いか。まして、あなたがたの天の父は、とイエス様

はおっしゃいました。私たちに何が必要か、私たち

を健やかに生かすものは何かを知っておられ

る神様は、いちばん良いものを与えて、祈る私

たちに応えてくださる。そのことを、イエス様

はこの親と子どもの譬えで伝えておられるん

です。それだけじゃありません。 

子どもというものは、とくに幼い時には、何

でも親に報告したがるところがあるものです。

「ねえねえ、見て！」「こっちに来て！」「聞い

て、あのね」と子どもたちは毎日、何回も飽き

ずに繰り返します。「あれが食べたい」「これを

してほしい」「これは欲しくない」と、まだ言

葉を話せない赤ちゃんでも、親にちゃんと伝

わるように訴えますよね。私がまだ離乳食を

食べ始める前の赤ちゃんだった時、母が食べ

ていたソフトクリームをじっと見つめて、口

をもぐもぐと動かしたんだそうです。面白い

から試しにソフトクリームを口元に持って

いってみたら、すごい勢いでかぶりついたの

よ、と何回も母から聞かされました。とりあえ

ず生まれた時から食いしん坊だったみたいで

すが、似たようなエピソードを皆さんも、ご自

分のことだったり子育ての中でお持ちなので

はないでしょうか。 

子どもは自分が見ているものや、味わって

いることや、してほしいことを、何とかして親

に伝えようとします。すぐに応えてくれなく

ても、期待通りの答えが返ってこなくても、子

どもは繰り返し親に話しかけて、自分の思い

を訴えます。欲しいものや、してほしいことを

伝えて、親の動きに期待します。そうやって、

親からの反応を通して少しずつ、目の前のも
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のや自分自身のことを理解して、子どもはだんだ

んと成長していくのでしょう。同じように、小さな

子どもが何回でも親に話しかけて、親に期待して

頼るように、あなたたちも神様に何回でも話しか

けて、期待して、頼りなさい。そして神様とのやり

とりの中で、目の前の出来事や自分自身のことを

少しずつ理解して、成長していきなさい。そうイエ

ス様は教えておられるんです。 

 

＜求めよ、そうすれば＞ 

「だから」と最後にイエス様はもう一つ、勧めの言

葉を添えておられます。だから、人にしてもらいた

いと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさ

い。 

このイエス様の言葉は、キリスト教の歴史の中

で「黄金律」と呼ばれています。「黄金律」、つまり

金のように多くの人にとって価値があるルール、

ということです。イエス様が言われるよりも前か

ら、旧約聖書の外典と呼ばれる文書の中に、そして

イエス様と同じ時代のユダヤ教のラビの教えにも、

似たような言葉がありました。 

「自分がされて嫌なことは、他の誰にもしてはい

けない」という言葉です。 

自分がされて嫌なことを、他の誰かにしないよう

に気をつけるのは、目の前の相手を尊重するため

に、まず何よりも必要なことでしょう。 

そこからさらに一歩踏み出して、イエス様は目の

前の人々に向かって勧めました。人にしてもらい

たいと思うことは何でも、あなたがたも人にしな

さい。これは少し、危険な言葉にも聞こえます。

だって自分がしてもらいたいことでも、相手に

とっては違うかもしれませんから。 

例えば、話しかけられるのが嬉しい人もいれ

ば、むやみに近づかないでほしい、そっとして

おいてほしいと思う人もおられるでしょう。 

お好み焼きにマヨネーズをかけてほしい人も

いれば、「やめて！」と思う人もいます。 

好みの問題だけじゃなくて、生まれ育った文

化の違いというものもありますよね。 

エスカレーターに乗った時、皆さんは前にい

る人に右側と左側のどちらに立ってほしいで

すか？私は神学校に入って、初めて関西から

関東に移り住んだ時に、自然とエスカレー

ターの右側に立っていて、後ろの人に舌打ち

されました。そんな風に、してもらいたいこと

は結構、人それぞれだと思います。 

だから誰かに何かをする時には、相手の状況

をよく見て、できる限りの配慮をする必要が 

あるのは間違いないでしょう。 

「自分がされて嫌なことは、他の誰にもしな

い」までにしておく方が、お互いに優しいよう

な気もしてきます。ただ、「私とこの人は違う

から」と壁をつくって、なるべく関わらないで

いるなら、失敗はしにくいかもしれませんが、

何も変わることはないでしょう。 

誰かの悲しみや痛みが、目の前にある時。 

誰かが苦しんだり、悩んだりしている時。 

誰かの命や尊厳が、奪われようとしている

時。 

神様がお創りになって愛しておられるこの

世界が、そしてそこにある誰かや何かがが、壊

されようとしている時。 
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私たちは失敗を怖がって、ただ見ているだけで

終わらせるわけにはいきません。だからイエス様

は勧めておられる、いや、訴えておられるんです。 

「求めなさい、探しなさい、門をたたきなさい」と。 

あなたがしてほしいこと、そして目の前の誰かも

きっとしてほしいことを、するために。 

神様に祈り求めて、自分にできることを探して、門

を叩いて飛び込みなさい。そうイエス様は弟子た

ちに、イエス様の言葉を聞く一人ひとりに訴えて

おられます。 

悲しみや痛みが、癒やされること。 

苦しみや悩みから、解放されること。 

命と尊厳が、大切に守られること。 

かけがえのない存在だと認められて、尊重される

こと。 

あなたがしてほしいこと、誰もが願うこのこと

を、祈り求めて、実現する方法を探して、勇気を出

して飛び込むようにと、イエス様が私たちの背中

を押しておられるんです。知恵も力も愛も足りな

い私たちにとって、それはとても難しいことなの

かもしれません。きっと何回も失敗するでしょう

し、何回もがっかりしたり、がっかりされるでしょ

う。どんなに神様に祈っても、何も変わらなくて、

諦めたくなる時もきっとあります。 

それでもイエス様は言われるんです。 

求めなさい。そうすれば、与えられる。 

探しなさい。そうすれば、見つかる。 

門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。 

このイエス様の訴えと同じ響きを持つ言葉を、私

は先週の水曜日のニュースで聞きました。 

「諦めるな、押し続けろ、進み続けろ、光が見える

だろう、そこに向かって這って行け。 

這い出せず、あるいは苦痛の中で命を奪われ

た数多くの原爆犠牲者の無念を晴らすため 

にも、我々も決して諦めず、粘り強く、核兵器

廃絶という光に向けて這い進み、人類の、 

地球の生と安全を勝ち取ろうではありません

か。」 

これは今年の平和記念式典で、広島県知事

の湯﨑英彦さんが語られたスピーチの、結び

の言葉です。戦後８０年が過ぎた今も、私たち

人間は罪の暗闇から這い出せないでいます。 

飽きもせず、懲りもしないで、争い合い、奪い

合い、傷つけ合っています。平和の光はますま

す遠ざかる一方なのかもしれません。それで

も、私たちは知っています。私たちの天の父は、

求める私たちに良いものをくださるに違いな

い、と。 

だから諦めないで、しつこく粘り強く神様

に祈り求めて、私たちは這い進んでいこうで

はありませんか。 

すべての人が神様の愛によって癒やされ、

解放され、大切にされる平和を目指して、 

何回でも求めて探して、門を叩いてまいりま

しょう。 

この世界を「良し」とされた神様の思いが実

現する神の国、神の義を求めて、応えてくださ

る神様に信頼して祈りながら、じわじわと進

み続けましょう。お祈りいたします。 


